
令和３年９月１日　　　№ １６１

全国標語 おうち時間　家族で点検　火の始末 組合標語 消したはず　油断の心が　火事のもと

【火事・救急・救助は 局番なし 『１１９番』】

～避難情報に関するガイドライン改定について～

警戒レベル 新たな避難情報等

高齢者等避難

2 大雨・洪水・高潮注意報
（気象庁）

1 早期注意情報
（気象庁）

5 緊急安全確保
～警戒レベル４までに必ず避難！～

4 避難指示

3

※ 避難指示は、これまでの避難勧告のタイミングで発令されます。
※ 警戒レベル３は、高齢者等以外の人も必要に応じ避難の準備
をしたり、危険を感じたら自主的に避難するタイミングです。

令和３年５月２０日から

避難指示で必ず避難
避難勧告は廃止です

警戒レベル

４

警戒レベル５は、
すでに安全な避難ができず
命が危険な状況です。

警戒レベル５緊急安全確保の

発令を待ってはいけません！

避難勧告は廃止されました。

これからは、

警戒レベル４避難指示で

危険な場所から全員避難

しましょう。

避難に時間のかかる
高齢者や障害のある人は、

警戒レベル３高齢者等避難で
危険な場所から避難

しましょう。



　

　

救急車の適正利用にご協力お願いします

近年救急件数は全国的に増加傾向となっています。病気やけがの程度が
軽い方を救急搬送することで、緊急性の高い重篤な方への対応が遅れて
しまうこともあります。
１１９番通報する前に、救急車が本当に必要か、自家用車やタクシーなど
一般の交通機関を利用できないか、もう一度考えてください。
※ただし、命にかかわる病気やケガで緊急に病院へ行かなければならない
場合は、迷わず１１９番通報してください。

町民皆様のご理解とご協力をお願いします。

救急車は地域の限られた救急資源 です。

①ガソリンの危険性

ガソリンの引火点は－４０℃で、小さな火源でも爆発的に燃焼します。
ガソリンの蒸気は空気より重く、穴やくぼみなどに溜まりやすく、離れたと
ころにある火源（ライター等の裸火、静電気、電気スイッチの火花等）によっ
て引火する可能性があります。

②ガソリンを入れる容器

ガソリン用携行缶を使用しま
しょう。灯油用ポリ容器にガソリ
ンを入れることは静電気により
着火の危険性があるため、絶対
に行わないでください。

③保管について

不必要な保管は控えましょう。保管する場合は直射日光のあたる場所
や温度が高くなる場所は厳禁です。日陰の風通しのよい場所に保管しま
しょう。

ガソリンの取扱いに注意！


